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国土交通省
九州運輸局

Ⅰ．取引条件適正化措置の徹底

トラック運送事業の「労働環境の改善」に向けては、関係省庁にて横断的な検討の場が設けられ、生産性の向上、多様
な人材の確保・育成等の長時間労働を是正するための環境を整備するための関連制度の見直しや支援措置を実施して
いるところ、九州運輸局では関係省庁と連携して、当面以下の対策に取り組む。

①政府全体で働き方改革を進める中で再度、荷主への別添の通知による働きかけを強力に行う。

②九州運輸局、福岡労働局、九州経済産業局、公取事務総局九州事務所、九州農政局等と連名での通知
を発出。

Ⅱ．平成３０年度コンサルティング事業の実施予定

Ⅲ．トラック予約システムの導入促進

・トラック輸送において、営業用倉庫等における荷待ち時間の軽減・解消のための「トラック予約システム」の
導入促進により物流の効率化を推進し、ドライバーの負担軽減による働き方改革や地球温暖化の防止に資
する物流体系の構築に取り組む。

・コンサルティング事業は、発・着荷主、元請運送事業者及び下請運送事業者で構成する集団を対象として選
定し、パイロット事業の成果を活用した外部委託によるコンサルティングを実施するものである。また、コンサ
ルティングに当たっては、対象集団で検討会を開催し、問題点の把握及び改善方法の検討・提案等を行うとと
もに、荷主と運送事業者との費用負担面の協働を促す等、持続性の確保を目指すものとする。

トラック運送事業における働き方改革に向けた
九州運輸局の当面の取組について

1

（宮崎県・鹿児島県で実施）

③早期に、九州各県の全単位農協を含めた、製造・卸し・小売事業者１万社に９種類のリーフレットを付して
配布するとともに 九州運輸局HPに掲載する。
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国土交通省
九州運輸局Ⅱ．平成３０年度コンサルティング事業の実施予定

○平成２８～２９年度に実施のパイロット事業に引き続き、平成３０年度はコンサルティング事業を実施
○パイロット事業では、全国４７都道府県で実施したが、コンサルティング事業では、地域を限定して実施
（各ブロックごとに原則として２地域、九州では以下の２地域にて実施）
○発荷主、着荷主、運送事業者による集団にコンサルタントを入れ、取組の効果を検証予定
○取組の成果については、ガイドラインの改訂により、周知、普及促進を図る予定

コンサルティング事業の実施

九州のコンサルティング事業の計画
発荷主 着荷主 荷種 継続性 取組

宮崎県 農協経済連 市場 農産品 継続
・２８年度は、発荷主側の効率化（予冷庫の使用による十分なリードタイムを確保）
・２９年度は、着荷主側の効率化（待機状態や荷下ろし作業の時間短縮への問題点の改善提案「業務手順書」）
・３０年度は、着荷主側の効率化の実行に向けての課題整理と本州市場への展開）

鹿児島県
食肉処理
加工会社

食肉 新規 拘束時間短縮の取組（調整中）

関西市場への
展 開

業務手順書のＰＤＣＡ
パレット化等での効率化

フェリー使用における発・着荷主及び運送事業者による取組宮崎県

業
務
手
順
書
を
提
案
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国土交通省
九州運輸局

順番待ちによる
渋滞・待ち時間が発生

物流拠点

状況表示

作業区分 社名 バース 状態

出荷 A社 B 作業中

出荷 B社 A 作業中

入荷 C社 A 受付済

・・・

物流拠点

待ち時間が減り、効率化
Ａ社Ｂ社

10時に着けば
いいんだ！

インターネット

10:30 予約 10:00 予約

システム導入前

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

6:00

6:50

7:40

8:30

9:20

10:10

11:00

11:50

12:40

総手待ち時間：429分／年
アイドリング時間のＣＯ２排出量：10.7t／年

総手待ち時間：86分／年（約80%削減）
アイドリング時間のＣＯ２排出量：6.3t／年（約41%削減）

1           2 3          4 5          6           7  ・・・

•一部の時間に車両が集中
•ドライバーの待機時間発生
•車両の稼働率低下

1           2 3          4 5

A社の次はB社の荷役に
なるので、準備をしておこ
う

・到着車両が分散化

・ドライバーの待機時間
が削減
・車両の稼働率アップ

待機時間が長くなれば、
指定の時間に間に合わ
ない・・・

事前に貨物を降ろす順番が
分からない･･･早く並んで早い順番

を取りたい・・・

（株）ランテック＋（有）ＦＫ物流サービスによるトラック予約システム導入事例（イメージ）

システム導入後

※物流総合効率化法の輸送網集約事業として認定（平成30年3月26日付）

Ⅲ．トラック予約システムの導入促進①
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国土交通省
九州運輸局Ⅲ．トラック予約システムの導入促進②

トラック側 物流施設側

① 提示された複数の予約可能時
間枠から到着時刻を選択して
予約

③ 予約時間に合わせて物流施設
で受付

④ 積卸作業完了後、出発

② システム上予約内容が反映

③ 作業者は庫内に設置された
ディスプレイ等で予約状況等
を確認しながら作業

【トラック事業者側】

物流施設の前での積卸の順番待ちが

不要

⇒ トラックの稼働率上昇

⇒ ドライバーの労働環境改善

【倉庫業者側】

トラックの到着時刻に合わせた庫内

作業計画や人員配置の調整が可能

⇒ 倉庫内の作業効率改善

⇒ 良好な周辺環境確保

作業枠 Aバース Bバース

7:00~8:00 予約なし A社

8:00~9:00 B社 予約なし

9:00~10:00 C社 予約なし

作業区分 社名 バース 状態

出荷 A社 B 作業中

出荷 B社 A 作業中

入荷 C社 A 受付済

・・・

トラック予約受付システムとは？
⇒ トラックドライバー等が、倉庫への到着時刻を

スマートフォン等の携帯端末から事前に予約することができるシステム

導入のメリット

IoTを活用した物流低炭素化促進事業

補助対象事業者：貨物自動車運送事業者、貨物利用運送事業者、営業用倉庫業者 等

補助金の交付額：補助対象経費（設備導入経費）の１／２以内

対象事業の要件：貨物自動車運送事業者又は貨物利用運送事業者及び営業用倉庫業者が連携・協力し情報を共有化する
ことで、貨物自動車の荷待ち時間の削減や輸送効率の向上等を実現するために必要となるシステムを
新たに導入又は開発する事業

公 募 期 間：平成３０年４月１２日（木）～平成３０年５月１４日（月）１７時
申 請 窓 口 等 ：一般財団法人環境優良車普及機構(LEVO)

《国土交通省、環境省連携事業》
【説明会】
日時：平成30年4月26日（木）
場所：TKPガーデンシティ

博多アネックス
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